
 

 

 学級の友達や先生と冗談を言ったり、一緒に遊んだり、勉強したりしている１組の子ども

たちですが、朝の会をはじめ、毎日の学習の中でみんなの前で発表したり、自分で依頼をし

たりと学級の中で「人に伝える」ことへの自信をつけてきています。他のクラスの友達とも

そのような素敵なかかわりができたらいいな、いっしょに楽しいことができたらいいなと

考え、お店やさんを行うことにしました。 

 子どもたちは、事前に体験した「かきごおり」「もぐらたたき」「プロペラまとあて」の３

つのお店の中から自分のお店を決めました。お店の開店の日には、他の学級の友達や先生を

お客さんとして招き、店員の役割（ルール説明やチケットの受け取り、得点、かき氷づくり

もぐら係など）がたくさんありましたが、お客さんとやりとりしながら、最後まで自分の役

割に取り組みました。 

 

 

 


